
「もりおか子ども育成プラン」平成24年度実施状況

施策の基本的方向１  地域における子育ての支援

実施施策（１）子育て支援サービスの充実

【評価指標】
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

(計画策定時見込値) 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 H24年度実績の分析と今後の課題 目標値

保健福祉部 ↑ 16.2% 16.0% 15.9% 14.6% 18.3% 17.9% B

　 計画値には届かなかったものの，前
年度実績14.6％は上回り上昇に転じ
た。各種子育て支援策の総合的な取
組のほか出生時の子育て支援策の周
知等により，市民の理解が得られ一定
の成果につながったものと思われる。

19.4%

<具体事業>

①居宅における児童の養育を支援

Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

1 ファミリーサポートセンター事業 児童福祉課 設置か所数 (か所) → 1 1 1 1 1 1 A

   子育ての支援を依頼する者と提供す
る者とが会員となり，育児の相互援助を
行った。子どもの送迎や病児・病後児
の預かりなどを行った。依然として依頼
会員に比べて提供会員が少ない状況
にあり増員が課題である。

1

訪問件数(件) ↑ 1,000 972 1,008 1,005 1,000 1,067 A 2,500

育児不安少なく
なった割合(％)

↑ ― ― 100.0 95.8 98.0 88.0 B 98.0

Ｈ24年度

Ｈ24年度

2 乳児家庭全戸訪問事業
健康推進課
健康福祉課
児童福祉課

　児童福祉法の規定により乳児がいる
すべての家庭に訪問する事業。何とか
計画値は達成できたが，目標の全戸訪
問には程遠い状況にある。人員と予算
の確保が課題になっており，事業の整
理，見直しを行いながら，実績を上げる
体制づくりを検討していく必要がある。

市民アンケート調査で「盛岡市の子育て支
援策・支援活動が充実していると感じる」と
答えた市民の割合

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度

担当課等
Ｈ22年度 Ｈ23年度

　子育てをする全ての家庭が安心して子育てができるよう，支援する環境づくりを進めます。特にも女性の就労率の上昇に
伴う潜在的ニーズを踏まえ，待機児童の解消を目指すとともに病児・病後児保育を含めた保育サービスの充実，幼保一元化
の動きを捉えた取組，在宅の子育て家庭への支援に努めます。また，児童センターや学校の余裕教室等の社会資源を活用し
た放課後児童の健全育成を推進します。
　さらには，利用者の立場に立ったきめ細かい情報提供に努めるとともに，地域における子育て支援ネットワークの形成を
促進します。

【注釈】 

  H26年度目標値で＊の標記があるものは，盛岡市総合計画等と

整合を図った数値で，本計画策定当初において既にこれを達成し

ているものですが，引き続き推進していくものです。 

【計画値に対する達成度】 

 A … 100％以上(計画を上回った) 

 B … 80％以上100％未満(達成はできなかったが 

     ほぼ計画どおり) 

 C … 60％以上80％未満(計画を少し下回った) 

 D … 60％未満(計画を大きく下回った) 

  以上を目安に指標の性格に応じて総合的に判断した。 
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②保育施設等における養育を支援

Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

実施か所数(か所) → 5 5 5 5 5 5 A 5

利用人数(人日) ↑ 95 103 163 178 179 153 B 99

設置か所数(か所) → 5 5 5 5 5 5 A 5

利用人数(人) → 10 0 0 0 10 0 D 10

実施か所数(か所) → 16 15 16 15 16 15 B 16

利用延べ日数(日) → 6,201 4,950 4,591 4,320 6,201 4,337 C 6,201

③子育てにかかる費用の軽減

Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

6 保育所保育料の軽減 児童福祉課
保育料の軽減率
(％)

↑ 31.8 31.8 32.5 32.8 33.2 33.6 A

　Ｈ22年度より旧盛岡市保育料表と旧
玉山村保育料表を一本化し，軽減率を
33.2％と定めた。Ｈ21年度10月時点の
保育料納付世帯(階層)の分布により軽
減率が33.2％となるよう保育料表を定
めた。
　Ｈ24年度は予想よりも階層の低い世
帯が階層の高い世帯に比べ多かった
ため，計画値を上回った。階層の分布
によって軽減率が変動するためであり，
Ｈ25年度も引き続き33.2％の維持を目
指す。

33.2

7 乳幼児・妊産婦医療費給付事業 医療助成年金課
受給者証申請率
(％)

↑ 94.8 94.8 92.3 94.7 95.0 94.8 B

　乳幼児・妊産婦に対し医療費の一部
を給付することにより，適正な医療を確
保し，福祉の増進に寄与した。
　引き続き制度の周知を図っていく必
要がある。

100.0

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

3 子育て短期支援事業
（ショートステイ）

児童福祉課

5 一時預かり事業
児童福祉課

保育所

　 実施園は増えているが利用者は
年々減少しており，１園廃止となってい
る。
　 国の補助基準額に市で補助の上乗
せをしているが，園としてはいずれにし
ても厳しい経営状況となっている。

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

　保護者の傷病を理由とする事が多く，
場合により適切な養育がされていない
ことが伺われた。
　今後，家庭相談等の関わりを含む多
面的な支援の必要性を感じる。

4 子育て短期支援事業
（トワイライトステイ）

児童福祉課

　H24年度の利用はなかった。
　保護者のニーズに合う制度へ変更が
必要と思われる。
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Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

受給者数(人) → 16,969 16,909 ― ― ― ― ― ―

対象全児童のうち
支給している児童
の割合(％)

→ 77.3 77.0 ― ― ― ― ― ―

受給者数(人) → ― ― 22,079 21,980 ― ― ― ―

対象全児童のうち
支給している児童
の割合(％)

→ ― ― 84.3 83.3 ― ― ― ―

受給者数(人) → ― ― ― ― 22,084 20,847 B 22,084

対象全児童のうち
支給している児童
の割合(％)

→ ― ― ― ― 90.6 84.6 B 90.6

9 幼稚園就園奨励事業 学務教職員課 申請者数(人) → 2,696 2,939 2,883 2,980 2,980 2,869 B

  幼稚園に通う園児の保護者の保育料
負担軽減と公立幼稚園と私立幼稚園
の保護者負担の是正を図るため，幼稚
園就園奨励費補助金を交付した。 2,696

10
要保護・準要保護児童生徒就学援助
事業

学務教職員課 申請者数(人) → 2,011 2,106 2,301 2,392 2,392 2,909 A

　経済的理由によって就学が困難と認
められる児童生徒の給食費や修学旅
行費などの費用の一部を援助する。
　予定されている生活保護基準の変更
への対応を今後検討していく。

2,011

11
不妊に悩む方への特定治療支援事業
（特定不妊治療費助成事業）

健康推進課 助成給付率(％) → 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 99.0 B

　高額となる保険外診療の特定不妊治
療費について，基準に該当する夫婦に
1回上限額15万円の助成を行った。審
査基準に該当しないため，２件が不承
認となり目標値に達しなかった。

100.0

12 小児医療費給付事業 健康推進課
申請により受給資
格を得た者の割合
(％)

→ 100.0 99.2 99.0 97.8 100.0 96.2 B

　小児慢性特定疾患治療研究事業,育
成医療,及び未熟児養育医療に係る自
己負担額を一部公費負担し,経済的軽
減を図ることを目的に実施。育成医療
及び未熟児養育医療は給付率100%だ
が小児慢性特定疾患治療研究事業は
審査基準に該当しない事例があり
96.2%となった。

100.0

8-3 児童手当支給事業 児童福祉課

　H24年度４月から新たな児童手当制
度が施行され，H24年６月分の手当て
からは所得制限が適用された。制度内
容の適切な周知及び必要な手続きの
案内，支給に努めた。

Ｈ24年度
事務事業名 担当課等

8-1 児童手当支給事業 児童福祉課

　H22年３月で旧児童手当制度は終了
した。H24年４月から新児童手当制度
が始まり，新たに目標値を定め進行管
理していく。

8-2 子ども手当支給事業 児童福祉課

　H24年３月末までの法律であり制度が
終了した。なお，Ｈ24年９月末までに手
続きをすればＨ23年10月分に遡って支
給されたことから未申請者への案内に
努め支給を行った。

指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度
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④子育てに関する情報の提供・相談
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

13 家庭相談員活動事業 児童福祉課 相談実件数(件) → 300 256 266 291 300 321 A

　前年とほぼ同数の相談件数だが，内
容は多様化しており相談員は広い知識
が必要となっている。また，適切な担当
へスムーズにつなぐことも必要であり，
関係機関との連携は重要である。

300

14
地域子育て支援拠点事業
（センター型）

児童福祉課
保育所

実施か所数(か所) ↓ 10 10 7 7 7 7 A

　青山，愛育園，前潟，津志田，なか
の，好摩，とりょうの７つの保育所を地域
の子育て支援センターとして位置づ
け，施設を開放して親子の交流の場の
提供，子育て相談，講座運営，情報提
供等を行った。

8

15
地域子育て支援拠点事業
（ひろば型）

児童福祉課 実施か所数(か所) ↑ 1 1 2 2 2 2 A

　商店街の商業施設等に親子が気軽
に集い，交流できる常設の広場を開設
した。
　旧中三に開設した「つどいの広場に
こっこ」は，店舗の閉鎖に伴い別場所で
開設しながら営業再開の時期を見据え
ていたが24年10月にＮａｎａｋのオープ
ンに併せて移設し，当初の運営が可能
となった。

2

16 幼児教育センターとしての取組
学務教職員課
市立幼稚園

相談日回数(回) ↑ 52 52 60 60 60 60 A

　幼稚園で保護者の相談窓口や体験
入園を実施したが，最小限のスタッフで
園を運営しているので，実績以上に増
やすことは困難。

100

安心テレホンを
知っている割合
(％)

↑ 52.2 51.6 41.2 ― 50.0 42.8 B 60.0

気軽に相談できた
割合  (％）

→ 95.0 92.0 85.6 ― 95.0 90.8 B 95.0

知っている割合
(％)

↑ 84.0 83.6 85.8 ― 86.0 82.8 B 85.0

活用している割合
(％)

↑ 57.0 57.1 51.0 ― 57.5 51.1 B 60.0

担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

17 妊産婦・乳幼児相談事業 健康推進課

　市内３か所の妊婦相談窓口で，妊婦
本人にママの安心テレホンを紹介し，
子育て相談と一緒に広報やホーム
ページ，子育てブックに等にも掲載して
ＰＲを図っている。妊娠．出産．育児に
ついて電話相談できる機関や地域に
は気軽に相談できる子育て支援セン
ター等がある。

18 子育て応援ガイドブック発行事業
健康推進課
健康福祉課

　毎年度関係課に照会の上，掲載内容
の情報を更新している。出生届け又は
転入届関連手続き時に交付。印刷冊
数は限られており，関係機関などから
の提供要望に応じれないことからホー
ムページへ掲載し対応した。

事務事業名
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Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

19
子育て支援事業
（もりおか子育てねっと）

児童福祉課
健康推進課

アクセス数(件) ↑ 25,000 26,588 31,348 25,597 32,000 12,072 D

　市の子育て情報に関するホームペー
ジを開設し，事業や制度の案内の他，
新着情報の提供を行った。市ホーム
ページ全体の構成が変わり「もりおか子
育てねっと」への直接のアクセスは減る
ことになったが，ショートカット「子育て」
を通じてのアクセスは27,761件と，利用
者のニーズには応えられているものと
考える。

30,000

20 幼稚園リスト配布事業
男女共同参画

青少年課
女性センター

作成部数(件) → 100 264 192 163 100 132 A

　幼稚園リストを配布することで女性セ
ンターの子どもの部屋等の周知を併せ
て図りたいが，女性センターでの配布
数が減っているのが課題である。 100

⑤地域社会全体での子育て支援

Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

21 もりおか子育て応援パスポート事業
児童福祉課

盛岡商工会議所
パスポート発行件
数(件)

↑ 4,900 5,201 6,845 8,487 10,841 9,688 B

　18歳未満の子どもがいる世帯及び妊
産婦がいる世帯を対象に，協賛店で
サービスを受けられるパスポートを発行
した。協賛店（368店舗）の充実が課題
である。 14,600

再掲
97 赤ちゃんの駅設置事業 ― ― - ― ―

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度
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実施施策（２）保育サービスの充実

【評価指標】
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

(計画策定時見込値) 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 H24年度実績の分析と今後の課題 目標値

児童福祉課 ↓ 33人 33人 43人 46人 15人 48人 Ｄ

　H23年５月からH24年４月までの１年
間で，認可保育所の定員を49名増やし
たが，それを上回る保育所入所申し込
みがあり，待機児童数が増加した。

10人

<具体事業>
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

入所見込み人数
(3歳未満児)
(人)

↑ 2,589 2,562 2,755 2,921 2,975 2,926 B 2,744

入所見込み人数
(3歳以上児)
(人)

→ 3,087 3,065 3,084 3,126 3,087 3,215 A 3,087

実施か所数(か所) ↑ 52 53 55 59 59 60 A 54

利用延児童数(人) ↑ 855 863 852 856 900 791 B 910

実施か所数(か所) ↑ 7 7 6 6 7 6 B 8

利用実児童数(人) ↑ 350 350 473 319 350 246 C 400

実施か所数(か所) → 3 3 3 3 3 3 A 3

利用延べ日数(日) ↑ 1,353 1,993 2,167 1,994 1,823 2,039 A 2,030

実施か所数(か所) → 2 2 2 2 2 2 A 2

開設日数(日) → 504 632 486 488 504 490 B 504

担当課等
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

待機児童数

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

22 通常保育事業
児童福祉課

保育所

　保護者の就労等により家庭で保育で
きない子どもを保育所で保育した。経
済情勢の悪化により，保育所の利用申
込者が増えていることから，保育所の定
員の拡大や新規開設を図っているとこ
ろであるが，待機児童は解消されない
状況である。

23 延長保育事業
児童福祉課

保育所

　市内の認可保育所において，11時間
の通常保育時間を超えて入所児童を
保育した。新規開設園や利用者が順
調に増加している園がある一方で全体
としては利用減少傾向がみられる。

　看護師の配置状況から，土曜日の開
設は難しい状況であり，現在は，月曜
日から金曜日に実施している。

24 休日保育事業
児童福祉課

保育所

　利用実績から，事業を中止する施設
が出ている。市としての方針を示し，協
力をお願いする必要がある。

25-1
病児・病後児保育事業
（病児対応型・病後児対応型）

児童福祉課

　年々利用実績は伸びており，時期的
には利用をお断りする状況である。
　今後の利用状況を把握し，適切に対
応することが必要である。

25-2
病児・病後児保育事業
（体調不良対応型）

児童福祉課
保育所
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Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

26 幼稚園預かり保育の実施
学務教職員課
市立幼稚園

実施か所数(か所) → 4 4 4 4 4 4 A

市立のすべての幼稚園で預かり保育を
実施したが，最小限のスタッフで園を運
営しているので，十分な取り組みが難し
い。

4

27 認定こども園の支援 児童福祉課 実施か所数(か所) ↑ 3 3 3 4 4 4 A

　幼稚園型の幼保連携型施設への移
行を検討していく。

5

28 保育所施設設備事業 児童福祉課 実施か所数(か所) ↑ 0 2 2 3 1 1 A

　待機児童解消を目的とし，増改築の
保育所建設に対して補助を行った（増
改築１)。 5

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度
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実施施策（３）子育て支援のネットワークづくり

【評価指標】
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

(計画策定時見込値) 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 H24年度実績の分析と今後の課題 目標値

保健福祉部 ↑ 49,286人 51,035人 67,296人 64,959人 37,749人 46,786人 A

　子育て中の親子が気軽に集い交流
する場を，保育所や，街なかの広場とし
て開設した。　「つどいの広場にこっこ」
は，H24年10月にＮａｎａｋのオープンに
併せて移設したところ，利用者が増加
傾向にある。

41,503人

<具体事業>
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

29 家庭教育支援事業
生涯学習課

公民館
参加者数(人) ↑ 6,251 6,848 6,954 5,492 6,350 5,908 B

　乳幼児を持つ親を対象に，子育てに
ついての知識や技術を学び交流を
図った。
　家庭教育・子育て支援講座等の事業
内容の充実を図るとともに，ICT等を活
用した情報提供に努める。

6,500

再掲

14
地域子育て支援拠点事業
(センター型)

― ― - ― ―

再掲

18 子育て応援ガイドブック発行事業 ― ― - ― ―

再掲

19
子育て支援事業
(もりおか子育てねっと)

― ― - ― ―

Ｈ24年度

地域子育て支援センター事業とつどいの
広場の延べ利用者数

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度

担当課等
Ｈ22年度 Ｈ23年度

Ｈ24年度

＊ 
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実施施策（４）子どもの健全育成

【評価指標】
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

(計画策定時見込値) 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 H24年度実績の分析と今後の課題 目標値

保健福祉部 ↑ 16.2% 16.0% 15.9% 14.6% 18.3% 17.9% B

　 計画値には届かなかったものの，前
年度実績14.6％は上回り上昇に転じ
た。各種子育て支援策の総合的な取
組のほか出生時の子育て支援策の周
知等により，市民の理解が得られ一定
の成果につながったものと思われる。

19.4%

<具体事業>
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

30 児童館管理運営事業 児童福祉課

就学児童のうち利
用登録している児
童の割合(％)
※毎年5月1日現在

↑ 30.1 30.1 29.3 29.9 36.1 30.1 B

　地域の児童健全育成の拠点として，
児童館・児童ｾﾝﾀｰ38館1分室の管理
運営を行った。

40.0

31 児童館整備事業 児童福祉課 整備か所数(か所) ↑ 38 38 38 38 38 39 A

　H24年４月１日に簗川老人福祉セン
ター内に川目児童センター簗川分室を
開設した。 39

参加者数(人) ↑ 6,346 5,602 5,867 5,533 5,900 5,348 B 6,500

開設か所数(か所) → 6 6 6 6 6 6 A 6

33 母親クラブ活動育成事業 児童福祉課 実施か所数(か所) → 42 42 41 41 38 38 Ａ

　児童館・児童センターと連携し，児童
の健全育成を目指して活動する母親ク
ラブに対し，活動費を助成し活動促進
を図った。クラブの統合によりクラブ数
は減少したが，一施設一クラブとして整
理された。

42

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

担当課等
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

市民アンケート調査で「盛岡市の子育て支
援策・支援活動が充実していると感じる」と
答えた市民の割合

32 放課後子ども教室推進事業 生涯学習課

　子どもたちの放課後や休日の安心・
安全な居場所を確保するとともに，地
域の大人の協力を得て，スポーツや文
化活動などの体験活動を行った。
　国の補助を受けて実施している事業
であり，国の動向を見ながら事業の継
続を図っていく必要がある。また，運営
にあたるボランティア等の後継者が不
足していることから，後継者育成促進が
課題となっている。
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Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

34 子ども会活動支援事業
生涯学習課

公民館
子ども会会員数
(人)

↑ 13,600 14,276 13,715 13,472 14,000 13,357 B

　子ども会育成会への活動支援と，小
学校及びＰＴＡを通じて子ども会世話
人研修会の実施を働きかけ，子ども会
活動の活性化を図った。
　少子化の進行に伴い，異年齢で活動
する子ども会活動の必要性が見直され
ている。活動の充実のための支援を
行っていく必要がある。

15,300

35 少年指導員事業 生涯学習課 登録者数(人) ↑ 200 213 183 193 220 181 B

　子どもたちの自然体験や社会体験の
ため，地域で活動を支援するボランティ
アの育成・登録を行った。
　新たな人材の育成と，子ども会等が
活用しやすいよう周知を工夫する必要
がある。

300

再掲

103 放課後児童健全育成事業 ― ― - ― ―

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度
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実施施策（１）子どもや母親の健康の確保

【評価指標】
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

(計画策定時見込値) 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 H24年度実績の分析と今後の課題 目標値

健康推進課 ↑ ― ― 84.3% 82.6% 85.0% 87.2% A

　核家族で，身近に相談する相手がい
ない方が安心して，妊娠・出産、育児が
できるような体制が求められており，
ニーズにあった支援体制を整えていく
必要がある。

95.0%

健康推進課 ↑ ― ― 100.0% 95.8% 98.0% 99.1% A

　育児不安の強い生後4ヶ月までの時
期に訪問を実施し,不安の解消に努め
た。。 93.0%

<具体事業>
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

妊娠中の喫煙が改
善した割合(％)

↑ 85.0 100.0 100.0 100.0 100.0 98.9 B 100.0

妊娠・出産に対す
る情報が得られた
割合(％)

↑ 95.1 96.0 99.2 100.0 99.6 100.0 A 95.0

37 妊婦健康診査
健康推進課
健康福祉課

妊婦健康診査受診
率(％)

↑ 94.1 97.2 98.4 98.9 96.0 97.8 A

　妊婦の健康管理の充実と経済的負担
の軽減を図ることを目的に，Ｈ21年度
から妊婦健診回数14回,子宮頸がん健
診1回を公費負担で実施。県外妊婦健
診受診者には償還払いで助成。

96.0

　妊娠・出産・子育てを安心してできるよう，各種健康診査や育児相談，きめ細かな育児情報の提供により母子の健康の確保を図るとともに，思春期における心身の
健康づくりを推進します。
　また，乳幼児期からの正しい食事の摂り方や望ましい食習慣の定着，食を通じた豊かな人間性の育成などを目指し，生涯にわたり育成される食育の基礎を培うため
の取組を推進します。

Ｈ24年度

妊娠出産に対する満足度

家庭訪問により育児不安が少なくなった割
合

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度

担当課等
Ｈ22年度 Ｈ23年度

Ｈ24年度

36
母子健康手帳交付及び妊婦相談事
業

健康推進課
健康福祉課

　母子健康手帳交付時の妊婦相談に
おいて,妊婦に関する情報提供及び早
産予防の観点から喫煙について指導
を行った。
　妊娠出産に関連する情報を関係課等
から収集し情報を適宜更新し提供して
いる。

施策の基本的方向２ 母と子どもの健康の確保・増進   

＊ 

11



Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

初妊婦の受講割合
(％)

↑ 38.0 38.0 29.0 28.2 38.2 30.9 B 38.2

参加で不安が軽減
した割合(％)

↑ 85.0 85.0 99.2 73.8 99.5 95.7 B 90.0

育児が楽しくなった
割合(％)

↑ 80.6 77.9 99.2 99.1 99.3 99.1 B 85.0

ふれあう時間が増
えた割合(％)

↑ 67.9 67.9 62.8 89.5 70.0 92.4 A 70.0

第１子及び要支援
者への訪問割合
(％)

↑ 53.2 55.3 58.5 56.0 58.1 59.3 A 85.0

育児不安が少なく
なった割合(％)

↑ 93.4 100.0 100.0 91.0 98.0 88.0 B 100.0

妊産婦歯科健康診
査受診率(％)

↑ 26.0 24.4 25.0 26.7 27.0 26.2 B 30.0

５歳児歯科健康診
査受診率(％)

↑ 75.0 71.7 69.8 70.0 74.0 70.8 B 77.0

42 乳幼児健康診査
健康推進課
健康福祉課

乳幼児健康診査受
診率(３歳児)(％)

→ 95.0 95.6 97.0 98.2 95.0 80.2 B

　今年度から玉山区を除き，3歳児健康
診査を一次二次健診方式に変更した。
小児科診察と尿検査が二次健診（委託
健診）となり，受診率が低下しないよう
に電話勧奨をし実施した。(2月までの
二次健診受診率は75.9%）

95.0

43 乳幼児栄養食品支給事業
健康推進課
健康福祉課

支給決定件数(件) ↓ 36 26 22 15 21 17 A

　低所得世帯を対象に粉ミルクの支給
を行い,経済的負担の軽減を図った。

26

38 母親教室(マタニティ）事業
健康推進課
健康福祉課

　夫婦で一緒に参加できるよう，日曜
コースを年１２回，平日の歯科，栄養
コースを年４回開催。教室の内容も妊
娠，出産，育児がより具体的にイメージ
できるように，Ｈ２４年度より講義形式の
形からグループワークをしながら学ぶ
参加型に変更し実施した。夫が参加し
やすくなり，夫の参加人数が増えた。マ
マのみが参加するオプション（栄養と歯
科）コースはＰＲが必要である。

事務事業名 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

担当課等

　妊産婦歯科健診は妊娠中から産後１
年以内に１回(自己負担500円)  ５歳児
歯科健診は1回健診を受診後6歳臼歯
にシーラント予防処置を受けることがで
きる。（自己負担１歯につき500円）いず
れの事業も計画値達成にいたらなかっ
たが，今後とも各事業等を通じて周知・
受診勧奨強化に努めていく。

39 育児教室事業
健康推進課
健康福祉課

　子育てについての知識の普及と親同
士の交流や仲間づくりを目的に年１２回
実施。内容は，離乳食指導の他，この
時期の子育てのポイント，母と子の遊
び，事故防止等子育て支援センターと
連携を図りながらすすめた。教室終了
後の自主サークル結成に向け支援を
行っているが，知り合った仲間が，地域
でも気軽に集まれるような工夫が必要
である。

40 妊産婦・新生児訪問指導事業
健康推進課
健康福祉課

　概ね第１子を対象に，家庭訪問等
で，妊娠，出産，育児に関して，個々の
生活環境に即した支援を行っている。
ここ数年は，特定妊婦や産後うつ，疾
病，育児不安など産科及び小児科医
療機関からの連絡も多く早期に対応が
必要となっている。

41 歯科健康診査事業
健康推進課
健康福祉課
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Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

44 乳幼児総合診査事業
健康推進課
健康福祉課

初診児の３歳未満
児割合(％)

→ 60.0 56.0 58.1 61.5 58.0 58.7 A

　乳幼児健診で発育発達について経
過観察や支援を要する乳幼児を対象
に年12回実施。医療機関との連携のも
と早期に対応を進めていく。課題となっ
ていた幼児期の療育支援体制は法改
正により整ってきている。

60.0

再掲
2 乳児家庭全戸訪問事業 ― ― - ― ―

再掲
17 妊産婦・乳幼児相談事業 ― ― - ― ―

再掲
18 子育て応援ガイドブック発行事業 ― ― - ― ―

再掲
19

子育て支援事業
(もりおか子育てねっと)

― ― - ― ―

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度
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実施施策（２）「食育」の推進

【評価指標】
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

(計画策定時見込値) 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 H24年度実績の分析と今後の課題 目標値

健康推進課 ↑ 95.2% 95.2% 96.4% 95.9% 96.5% 95.1% B

　３歳児は生活リズム（食リズム）を整え
る大事な時期であることから，検診など
の機会をとらえて朝食の大切さを周知
している。

98.0%

<具体事業>
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

45 婦人の健康づくり事業
健康推進課
健康福祉課

教室への参加者数
(人)

↑ 20 36 74 60 70 76 A

　昨年同様に、若い世代の親がいる職
場に出向き、教室を開催する。

30

食育に取組んでい
る地域(か所)

↑ 6 12 12 14 15 16 A 10

教室開催回数(回) ↑ 15 25 29 27 30 30 A 20

47 保育所における食育の取組 保育所
食育に取組んでい
る保育所の数(か
所)

↑ 52 53 56 59 59 59 A

　「食」について，保育所はこれまでも
保育所の生活における大切な柱として
対応してきた。今後においても，家庭の
延長としての食事を踏まえ，食育に取り
組んでいく。

56

食育に取り組んで
いる小学校の数
(校)

→ 46 46 45 45 46 46 A 46

食育に取り組んで
いる中学校の数
(校)

→ 24 24 25 25 25 25 A 24

再掲
39 育児教室事業 ― ― - ― ―

担当課等
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

毎日朝食を食べている３歳児の割合

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

46 食生活改善推進員地区活動事業
健康推進課
健康福祉課

　計画的に食育に取り組んでいる地域
の増加を図り，今後も引き続き実施す
る。

48 小中学校における食育の取組

学校教育課
学務教職員課

小学校
中学校

　望ましい食生活や豊かな心を育む食
に関する指導（食育）の推進のため，各
学校で作成している「食に関する指導
の全体計画」と「食に関する指導の年
間指導計画」のもと，学校教育全体で
指導がなされるよう働きかけを行った。

14



実施施策（３）思春期保健対策の充実

【評価指標】
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

(計画策定時見込値) 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 H24年度実績の分析と今後の課題 目標値

健康福祉課 ↑ ― ― 85.3% 83.3% 86.0% 62.7% B

　思春期ふれあい体験学習を10月，11
月の幼児健診時に実施した。また，渋
民中学校3年生を対象に，幼児とふれ
あい・母子間の関わりの見学など実施
した。
　健診の流れに支障をきたさないよう実
施方法を検討する必要がある。

77.0%

<具体事業>
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

49 思春期保健（ふれあい体験）
健康推進課
健康福祉課

参加者数（人） ↑ 551 518 334 390 400 354 B

　玉山区内小中学校で講演会の開催。
及び乳幼児が参加する母子保健事業
でのふれあい体験を実施した(325人)。
 市保健所では，中学生と高校生にふ
れあい看護体験を実施した(29人)。
　なお，地域子育て支援拠点事業（セ
ンター型）として高校生体験保育を実
施し，639名の参加があった。

600

担当課等
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

赤ちゃんを抱いたことがある中高生の割合

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度
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実施施策（4）小児医療の充実

【評価指標】
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

(計画策定時見込値) 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 H24年度実績の分析と今後の課題 目標値

企画総務課 ↑ 89.2% 89.2% 88.1% 90.9% 91.0% 91.3% A

　市広報やホームページ，リーフレット
の配布等により，夜間急患診療所や在
宅当番医，二次救急医療機関等の周
知を図り，症状に応じた適切な受診に
ついて啓発に努めた。
　引き続き啓発に努めるとともに，「かか
りつけ医」への理解を深め，「かかりつ
け医」を持つという意識の醸成を引き続
き図っていく必要がある。

90.0%

<具体事業>
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

50 在宅当番医制事業 企画総務課
参加当番医療機関
数（小児科）(か所)

→ 19 18 17 16 16 16 A

　休日の日中における初期救急医療を
確保するため，軽い症状の救急患者に
対して，参加当番医療機関が診療にあ
たった。小児科/診療体制１日１施設，
診療時間 午前９時～午後５時
　小児科開業医の高齢化等に伴い参
加当番医療機関が微減傾向にあること
から，県や県内市町村・関係機関と協
力して引き続き小児科医師の確保・養
成に努めていく必要がある。

19

51 小児救急輪番制病院事業 企画総務課
小児救急輪番病院
数(か所)

→ 5 5 5 5 5 5 A

　休日や夜間における小児重症患者の
救急医療を確保するため，小児救急病
院が輪番制により診療にあたった。診
療体制１日１施設，診療時間 夜間： 午
後５時～午前９時，休日日中：午前９時
～午後５時，土曜日：午後１時～午後５
時
　軽症患者の受診等により重症患者の
診療にあたる小児救急病院の負担が
大きくなっていることから，症状に応じ
た適切な受診について引き続き啓発に
努めていく必要がある。

5

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

担当課等
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

市民アンケートで「いつでも受診できる医
療機関がある」と答えた市民の割合
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Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

52 夜間急患診療所管理運営事業 企画総務課

市民アンケート調
査で夜間急患診療
所を知っていると答
えた市民の割合
（％）

↑ 81.4 81.4 80.8 0.9 91.0 91.3 A

  市広報媒体，リーフレットの配布等に
より，夜間急患診療所や休日当番医，
二次救急医療機関等の周知を図り，症
状に応じた適切な受診について啓発に
努めた。
  引き続き啓発に努めるとともに，「かか
りつけ医」への理解を深め，「かかりつ
け医」を持つという意識の醸成を引き続
き図っていく必要がある。

85.0

53 予防接種事業 保健予防課
１歳６か月までに麻
しんが終了してい
る子どもの割合(％)

↑ 85.0 81.5 87.4 85.9 87.4 88.2 B

　予防接種の対象年齢は，1歳以上2歳
未満となっている。目標値を達成できる
ように，今後も1歳になったらなるべく早
く受けるよう周知を図っていく。

87.0

54 幼児インフルエンザ予防接種事業 保健予防課
接種者数（人)
(3歳以上6歳未満)

↑ 3,800 3,159 3,671

(0～6歳未満)

8,609

3,498

(0～6歳未満)

8,267

3,880 3,783 B

　H22年度より０歳から小学校就学前に
対象者を拡大した。
　少子化により対象者は減少傾向では
あるが，今後も幼児が罹った場合の重
症化を防ぐため接種について周知して
いく。

4,000

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度
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実施施策（１）次代の親の育成

【評価指標】
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

(計画策定時見込値) 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 H24年度実績の分析と今後の課題 目標値

健康推進課 ↑ 87.5% 87.5% 90.2% 100.0% 90.0% 100.0% A

　ふれあい看護体験で，乳児とのふれ
あいや子育て中の母親から様々な体験
を聞き，子育ての楽しさや大変さを理
解できたとの感想であった。

90.0%

<具体事業>

Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度

（計画策定時見込値） 実績値

再掲
14

地域子育て支援拠点事業
(センター型)

― ― - ― ―

再掲
49 思春期保健(ふれあい体験) ― ― - ― ―

　次代の担い手である子どもたちが，個性豊かに生きる力を伸ばすことができるよう，学校・家庭・地域がともに教育力を高めることにより社会全体の教育力の向上
を図ります。
　また，子どもたちが将来，あたたかい家庭を築き，夢を持って子育てできるよう，子どもを産み育てることの喜びを実感できる取組を推進します。

担当課等
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

高校生が乳幼児とのふれあい体験を通し
て子育ての楽しさや大変さがわかった割合

事務事業名 担当課等 指　　標

施策の基本的方向３ 子どもの教育環境の整備 
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実施施策（２）学校の教育環境等の整備

【評価指標】
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

(計画策定時見込値) 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 H24年度実績の分析と今後の課題 目標値

学校教育課 ↑ 110.4ﾎﾟｲﾝﾄ 110.4
ﾎﾟｲﾝﾄ

109.4
ﾎﾟｲﾝﾄ

109.2
ﾎﾟｲﾝﾄ

111.4
ﾎﾟｲﾝﾄ

111.8
ﾎﾟｲﾝﾄ

A 112.0
ﾎﾟｲﾝﾄ

学校教育課 ↑ 107.8ﾎﾟｲﾝﾄ 108.0
ﾎﾟｲﾝﾄ

108.0
ﾎﾟｲﾝﾄ

110.4
ﾎﾟｲﾝﾄ

110.6
ﾎﾟｲﾝﾄ

107.8
ﾎﾟｲﾝﾄ

B 112.0
ﾎﾟｲﾝﾄ

学校教育課 ↑ 109.2ﾎﾟｲﾝﾄ 109.6
ﾎﾟｲﾝﾄ

108.0
ﾎﾟｲﾝﾄ

107.6
ﾎﾟｲﾝﾄ

111.2
ﾎﾟｲﾝﾄ

106.2
ﾎﾟｲﾝﾄ

B 112.0
ﾎﾟｲﾝﾄ

学校教育課 ↑ 100.6ﾎﾟｲﾝﾄ 100.6
ﾎﾟｲﾝﾄ

101.8
ﾎﾟｲﾝﾄ

102.8
ﾎﾟｲﾝﾄ

106.2
ﾎﾟｲﾝﾄ

102.2
ﾎﾟｲﾝﾄ

B 108.0
ﾎﾟｲﾝﾄ

学校教育課 ↓ 0.28ﾎﾟｲﾝﾄ 0.23
ﾎﾟｲﾝﾄ

0.17
ﾎﾟｲﾝﾄ

0.12
ﾎﾟｲﾝﾄ

0.28
ﾎﾟｲﾝﾄ

0.15
ﾎﾟｲﾝﾄ

A 0.31
ﾎﾟｲﾝﾄ

学校教育課 ↓ 2.66ﾎﾟｲﾝﾄ 2.31
ﾎﾟｲﾝﾄ

2.54
ﾎﾟｲﾝﾄ

2.24
ﾎﾟｲﾝﾄ

2.63
ﾎﾟｲﾝﾄ

1.99
ﾎﾟｲﾝﾄ

A 2.64
ﾎﾟｲﾝﾄ

学校教育課 ↑ 49種目 47種目 49種目 39種目 61種目 39種目 C 61種目

学校教育課 ↑ 37種目 40種目 41種目 40種目 43種目 26種目 C 43種目

小中学校学力検査の全国水準（100）との
比較（小学校４年生：国語）

　小学4年，6年，中学2年の全児童生
徒を対象に，国語・算数・数学・英語の
全国標準学力検査NRTを実施した。昨
年度の盛岡市全体の状況を分析し，そ
の結果を各校に提供するとともに，課
題を克服するための授業改善等の在り
方について指導を行った。また，各校
においても，授業改善への取組や，児
童生徒一人一人の実態把握とそれに
基づく指導の充実に調査結果を活用し
てきた。
　小学校の国語は計画値を超えている
状況であるが，小学校の算数と中学校
の国語と数学においては多少低下傾
向が見られるので，一人一人の実態に
即した，よりきめの細かい指導が必要と
される。

小中学校学力検査の全国水準（100）との
比較（小学校４年生：算数）

小中学校学力検査の全国水準（100）との
比較（中学校２年生：国語）

小中学校学力検査の全国水準（100）との
比較（中学校２年生：数学）

問題行動調査（不登校）の出現率
（小学校）

 　不登校児童・生徒出現率をさらに減
少させるため，未然防止策と再登校支
援策の両面から事業を実施した。未然
防止策の重点としては，小中学校の引
継ぎ強化と中学校1年生の不登校防止
を重点的に取り組んだ。再登校支援策
の重点としては，「ひろばモリーオ」との
連携と「いきいきスクール」の継続実施
があげられる。また，緊急雇用創出事
業による不登校生徒対策相談員を中
学校に配置したことの成果も大きいもの
と思われる。
　小・中学校ともに計画値を下回ってお
り，今後も未然防止と早期対応を継続
して進めていくことが大切である。

問題行動調査（不登校）の出現率
（中学校）

担当課等
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

体力運動能力（走・跳・投）の全国水準を
上回っている種目の数（小学校96種目中）

　体力・運動能力調査で全国平均を上
回る種目数は, 前年度比較で小学校で
は変わらず，中学校では14種目下回っ
た。
　 小中学校ともに走力（50m走）が課題
である。また，小学校では瞬発力，投
力，中学校では，第１学年の体力に課
題がある。児童生徒の体力運動能力の
分析, 体育授業の改善, 体力向上の取
組, 外遊びの奨励など意図的な取組が
推進されるよう働きかけを行っていく。

体力運動能力（走・跳・投）の全国水準を
上回っている種目の数（中学校48種目中）

＊ 
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<具体事業>

①学力の向上

Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

55 教育振興運動事業 学校教育課

地区別集会(７カ
所)及び実践発表
大会参加者数
(人)

↑ 2,075 2,500 2,736 3,126 2,700 2,604 B

　10月～11月にかけて6地区で地区別
集会、2月に実践発表会を開催した。
地域との共働による学校運営を推進
し、地域の課題解決に向けて組織的、
計画的な取組を行い、実践発表を通し
て教育振興運動への理解を深めること
ができた。実践発表会については、限
られた時間であることから内容を検討し
ていく。

2,700

56 学校支援事業 学校教育課
非常勤職員の配置
数(人)

↑ 50 50 50 51 52 69 A

　不登校等の生徒対応として学校支援
員を17人配置したほか，発達障がい等
の児童生徒対応として特別支援教育
支援員52人を配置した。支援を必要と
する児童生徒は増加傾向であり，増員
を図る必要がある。

70

57 外国人英語指導講師招へい事業 学校教育課
外国人英語指導講
師者数(人)

→ 7 7 7 7 7 7 A

 旧盛岡市の中学校に５名，市立高校
に１名，玉山区に１名の外国人英語指
導講師を配置し，所属校で英語授業を
行うほか，所属校の近隣小学校を訪問
した。小学校からの要請増加に対応す
るため，配置や派遣の見直しを図る必
要がある。

7

58 教育研究事業 教育研究所
教育研究所発表大
会への参加者数
(人)

↑ 361 431 460 430 388 440 A

　冬季休業中一日の日程で，全体研究
発表・講演・分科会研究発表という内
容で実施した。今日的な課題に対する
調査研究や実践研究を進め，発表方
法や資料等を工夫し，研究成果の普及
を図った。また，いじめ問題への対応が
学校関係者の関心事であったことか
ら，それに応える講演講師を招聘したこ
とで，参加者数が増加した。

408

59 一般研修事業 教育研究所
公開講座への参加
者数(人)

↑ 695 651 671 799 698 579 B

　H24年度は夏と冬の長期休業中の３
日間，37講座を開設した。今日的教育
課題や新学習指導要領の内容に即し
た講座等，研修者のニーズを踏まえた
講座を開設したが，他の研修との重なり
や進路事務対応により，参加者数は減
少した。

700

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度
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Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

60 学校訪問指導事業 学校教育課 講師派遣数(人) ↑ 236 236 230 224 246 224 B

　研究会において、授業の方法や研究
の進め方について具体的な助言を行
い、各校の研究・研修の充実を図ること
ができた。課所内の指導主事だけでな
く、指導委員や教育事務所指導主事の
対応により、学校のニーズに応えること
ができた。出前講座の要請を高めるた
めにメニューの設定や通知方法を検討
したい。

246

61 研究指定校事業 学校教育課 市研究指定校(校) ↑ 7 10 10 13 10 10 A

   学習指導要領改定の趣旨を踏まえ、
学校教育課題の具体的、実践的な解
決を図り、学校教育の充実・改善に資
するために学校を指定して教育研究を
委嘱した。研究の充実及び研究成果の
普及等について，指導主事が指導・支
援を行った。
　小中一貫教育の全市的導入に向け、
３中学校区に指定を行っているが、具
体的な運営のあり方について、今後も
検討していく必要がある。（特に施設分
離型の場合）

12

小中学校学力検査
の全国水準(100)と
の比較：小学校４
年生国語(ポイント)

↑ 110.4 110.4 109.4 109.2 111.4 111.8 A 112.0

小中学校学力検査
の全国水準(100)と
の比較：小学校４
年生算数(ポイント)

↑ 107.8 108.0 108.0 110.4 110.6 107.8 B 112.0

小中学校学力検査
の全国水準(100)と
の比較：中学校２
年生国語(ポイント)

↑ 109.2 109.6 108.0 107.6 111.2 106.2 B 112.0

小中学校学力検査
の全国水準(100)と
の比較：中学校２
年生数学(ポイント)

↑ 100.6 100.6 101.8 102.8 106.2 102.2 B 108.0

63 幼稚園と小学校の交流
学校教育課
市立幼稚園

交流会の実施回数
(回)

↑ 7 18 20 23 20 26 A

　日常あるいは行事を通した園児・児
童の交流活動を行っている。また，活
動や授業を参観し合う等，教員同士の
交流も実施している。発達段階におけ
る園児・児童の実態はもちろんのこと，
各校種の教育課程や指導・支援のあり
方等を共有することによって，幼小連携
の充実を図っている。

12

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

62 教育振興事業 学校教育課

　小学4年，6年，中学2年の全児童生
徒を対象に，国語・算数・数学・英語の
全国標準学力検査NRTを実施した。昨
年度の盛岡市全体の状況を分析し，そ
の結果を各校に提供するとともに，課
題を克服するための授業改善等の在り
方について指導を行った。また，各校
においても，授業改善への取組や，児
童生徒一人一人の実態把握とそれに
基づく指導の充実に調査結果を活用し
てきた。
　小学校の国語は計画値を超えている
状況であるが，小学校の算数と中学校
の国語と数学においては多少低下傾
向が見られるので，一人一人の実態に
即した，よりきめの細かい指導が必要と
される。
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②豊かな心の育成

Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

64 平和教育推進事業 学校教育課
 中学生派遣者数
(人)

→ 6 6 6 6 6 6 A

　盛岡市内の中学生及び教員を被爆
地である広島へ派遣し，原爆資料館等
の見学や平和記念式典への参加を通
して，戦争の悲惨さを認識するととも
に，平和の尊さについて理解を深め
た。

6

不登校児童生徒出
現率 ：小学校
(％)

↓ 0.28 0.23 0.17 0.12 0.28 0.15 A 0.31

不登校児童生徒出
現率 ：中学校
(％)

↓ 2.66 2.31 2.54 2.24 2.63 1.99 A 2.64

66 適応指導教室事業 教育研究所
通級児童生徒の学
校復帰率(％)

↑ 15.2 21.2 21.4 36.1 26.4 46.3 A

　適応指導教室と学校・家庭との連携
強化を図り，モリーオ見学会の実施や
「モリーオ通信」の発行を継続してき
た。また，学校復帰向けての体験活動
を，積極的に取り入れてきたことで，中
学校3年生を中心に，学校復帰を果た
した生徒が増加した。

30.0

67 少年教育促進事業

生涯学習課
公民館
図書館

区界高原少
年自然の家

参加者数(人) ↑ 11,330 8,358 7,477 4,462 11,550 7,713 C

　 地域住民と交流しながら自然体験な
どの体験活動を通して，青少年の健全
育成を図るための事業を実施した。今
後も事業内容の充実を図る必要があ
る。

12,000

68 子どもの読書推進事業
生涯学習課

公民館
図書館

参加者数(人) ↑ 4,315 2,638 7,658 3,676 4,500 6,070 A

　 読み聞かせなどを通じて情操豊かな
子どもを育てるため，子どもが本に触れ
る機会を提供し，読書の意義や重要性
について考える講座を実施した。

4,500

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

65 生徒指導強化推進事業 学校教育課

　不登校児童・生徒出現率をさらに減
少させるため，未然防止策と再登校支
援策の両面から事業を実施した。未然
防止策の重点としては，小中学校の引
継ぎ強化中学校1年生の不登校防止を
重点的に取り組んだ。再登校支援策の
重点としては，「ひろばモリーオ」との連
携と「いきいきスクール」の継続実施が
あげられる。小・中学校ともに計画値を
大きく下回っており，今後も，未然防止
と早期対応を継続して進めていく必要
がある。

＊ 

22



Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

69
環境啓発事業
（きれいな街づくり運動図画コンクー
ル）

環境企画課 応募校数（校） ↑ 38 38 40 40 48 38 C

   小学生のきれいな街づくりに対する
理解と関心を深めるとともに，自然を大
切にする心を養い，より良い街づくりの
推進の一環として，市内の小学生を対
象に「きれいな街づくり運動」図画コン
クールを毎年実施している。
　応募校，応募数を増やすために魅力
あるコンクールとすることが課題である。

41

登録団体数(団体) ↑ 7 7 8 9 10 4 D 10

参加人数(人) ↑ 229 229 184 188 230 114 D 250

参加団体数(団体) ↑ 12 11 11 15 15 13 B 15

参加人数(人) ↑ 662 694 437 634 680 560 B 700

72
小学校第３・４学年社会科補助教材
「ごみとわたしたち」の作成

資源循環推進課 発行部数（部） → 4,300 4,300 4,000 4,000 4,000 4,000 A

　Ｈ24年度は小学校3・4年生用の社会
科補助教材として「ごみとわたしたち」と
「指導の手引き」を作成したほか，授業
のほか多方面でも活用できるナレー
ション入りのＤＶＤを作成した。

4,300

73 資源集団回収報奨金交付事業 資源循環推進課 登録団体数(団体） ↑ 504 504 504 505 508 508 A

　年３回以上資源集団回収を実施した
団体に対し報奨金を交付した。さらなる
市民運動の育成と資源再利用・ごみ減
量を図るため，登録団体数や資源集団
回収量の増加が課題である。

514

再掲
55 教育振興運動事業 ― ― - ― ―

70 こどもエコクラブ支援事業 環境企画課

  こどもエコクラブ地方事務局として，事
業の周知，登録受付，各種案内を送付
した。
　年度毎に登録団体が減少傾向にあ
る。広く周知を行い減少に歯止めをか
ける。

71 水生生物による水質調査事業 環境企画課

　岩手県の行う｢水生生物による水質調
査｣参加団体の募集
　｢水生生物による水質調査｣の結果報
告
　集計結果を参加団体に報告

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度
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③健やかな体の育成

Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

74 学校保健事業 学校教育課
定期健診受診率
(％)

→ 99.6 99.6 99.6 99.6 99.6 99.8 A

　幼稚園・小中学校の児童生徒の健全
育成を支援するため，定期健康診断等
を実施した。
　家庭の事情等により若干の未受診者
がいる。対象者全員が受診するよう，個
別連絡等の手段による周知を徹底す
る。

99.6

75 学校保健関係事業 学校教育課
就学前健康診断受
診率 (％)

↑ 99.3 99.0 99.6 99.2 99.6 99.1 B

 就学前の子どもたちに健康診断を実
施した。
　家庭の事情等により若干の未受診者
がいる。対象者全員が受診するよう，個
別連絡等の手段による周知を徹底して
いく。

99.6

体力テスト各種目
の全国平均を上回
る種目数
：小学校96種目
(種目)

↑ 49 47 49 39 61 39 C 61

体力テスト各種目
の全国平均を上回
る種目数
：中学校48種目
(種目)

↑ 37 40 41 40 43 26 C 43

再掲
55 教育振興運動事業 ― ― - ― ―

　体力・運動能力調査で全国平均を上
回る種目数は, 前年度比較で小学校で
は変わらず，中学校では14種目下回っ
た。
　 小中学校ともに走力（50m走）が課題
である。また，小学校では瞬発力，投
力，中学校では，第１学年の体力に課
題がある。児童生徒の体力運動能力の
分析, 体育授業の改善, 外遊びの奨励
を指導しているが、なかなか成果が現
れないため、取組の強化が必要であ
る。

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

76 学校体育振興事業 学校教育課
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実施施策（３）家庭や地域の教育力の向上

【評価指標】
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

(計画策定時見込値) 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 H24年度実績の分析と今後の課題 目標値

生涯学習課 ↑ 6,251人 6,848人 6,954人 5,492人 6,350人 5,908 B

　乳幼児を持つ親を対象に，子育てに
ついての知識や技術を学び交流を
図った。
　今後は家庭教育・子育て支援講座等
の事業内容の充実を図るとともに，ICT
等を活用した情報提供に努める。

6,500人

生涯学習課 ↑ 96.0% 100.0% 83.1% 89.8% 100.0% 92.0% B

　家庭教育・子育て支援講座等の事業
の充実を図ったが，さらに満足度を高
めたい。 100.0%

生涯学習課 ↑ 649人 825人 761人 523人 700人 656 B

　学校支援地域本部の実施校数は拡
大しつつあるが，市内全域への拡大に
は至っていない。 700人

<具体事業>

①家庭教育への支援の充実

Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

77 家庭教育を考えるつどい  生涯学習課 参加者数(人) ↑ 100 132 600 700 700 ― ―

 　 平成22年度をもって事業廃止

150

78 地域社会教育促進事業（家庭教育） 中央公民館 参加者数(人) ↑ 2,014 2,014 2,266 1,990 2,200 3,639 A

  学習選択講座，学習活動講師謝金支
援，学習運営研修会，学びのつどいを
行った。 2,200

79 なでしこ幼児家庭教育学級 中央公民館 参加者数(人) ↑ 382 384 328 ― ― ― ―

　 H22年度をもって事業廃止

450

担当課等
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

家庭教育支援事業の参加者数

家庭教育支援事業参加者の満足度

学校支援ボランティア登録者数

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度
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Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

「家でもやってみた
い」と回答した親の
割合(％)

↑ 36.2 36.2 34.2 36.9 37.0 36.8 B 40.0

ボランティア登録数
(人)

↑ 49 51 53 43 53 39 C 55

81 親子ふれあい体験事業

 生涯学習課
公民館

区界高原少
年自然の家

参加者数(人) ↑ 814 1,049 818 1,378 1,378 1,177 B

　 自然体験活動などを通じて親子のふ
れあいの機会をつくり，参加型で家庭
教育について考える事業を実施した。
今後も事業内容の充実を図る必要があ
る。

900

再掲
29 家庭教育支援事業 ― ― - ― ―

再掲
55 教育振興運動事業 ― ― - ― ―

②地域の教育力の向上

Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

82 社会教育関係団体への活動助成 生涯学習課 関係団体数(団体) → 10 10 9 9 9 9 A

   子どもたちの健全育成に努めている
関係団体へ活動補助金を交付した。
　近年，補助金交付から，事業実施に
あたっての助言や会場提供など，支援
方法を変えている。今後も，団体が自
立して活発な活動が出来るような支援
方法を検討していく必要がある。

10

83 保育所地域活動事業
児童福祉課

保育所
実施か所数（か所） ↑ 52 53 55 58 59 59 A

　 保育所において，老人福祉施設へ
の訪問や地域のお年寄りを招いての世
代間のふれあい活動を行った。市内認
可保育所全園で実施している（一部認
定こども園を除く）。

54

84 学校支援地域本部事業 生涯学習課 
ボランティア活動登
録者数（人）

↑ 649 825 761 523 700 656 B

 　学校支援地域本部の実施校数は拡
大しつつあるが，市内全域への拡大に
は至っていない。 700

再掲
32 放課後子ども教室推進事業 ― ― - ― ―

再掲
35 少年指導員事業 ― ― - ― ―

再掲
55 教育振興運動事業 ― ― - ― ―

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

80 ブックスタート事業
健康推進課
健康福祉課
生涯学習課

  １歳６か月健診会場で登録ボランティ
アによる読み聞かせを72回実施。保護
者アンケートで家庭で読み聞かせを
行っている割合は8割となっている。ま
た乳児を対象とした教室等で情報リー
フレット（各図書館等の読み聞かせ事
業・生涯学習課作成）を配布した。
  ３課の協働事業であり，相互の協力の
もとに進める。ボランティア育成及び育
成後の研修の充実が課題であり，研修
会を実施してスキルアップを図る。

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度
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実施施策（４）子どもを取り巻く有害環境対策の推進

【評価指標】
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

(計画策定時見込値) 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 H24年度実績の分析と今後の課題 目標値

↓ 74件 76件 68件 44件 150件 96件 A

　近年減少傾向にあったが，補導件数
が増加に転じた。補導活動時間のずれ
により，実態把握が困難な状況にある
のではないかという点が課題である。

150件

↓ 241件 247件 177件 144件 282件 140件 A

　目標値を大きく下回り，一昨年に比べ
ても減少傾向である。しかし，この数値
が単に少子化によるものかという懸念が
ある。

282件

<具体事業>
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

85 街頭補導活動 少年センター
街頭補導活動の回
数（回）

→ 592 533 426 370 508 418 B

　全体事業の中で周知・啓発活動の割
合が増加したこと，郊外への大型店の
進出により未成年者を取り巻く環境に
変化が生じたこと等の状況の中で街頭
補導活動の回数は前年度より増加し
た。
　今後は，環境の変化に応じた街頭補
導活動として，巡回時間の見直しの検
討を行った。。

592

86 少年相談活動 少年センター 相談人数（人） → 50 18 22 21 50 15 D

　未成年者に関する相談窓口が様々な
分野毎に設置されていることから，当セ
ンターにおける相談回数は目標回数を
下回った。
　今後は，相談窓口のＰＲに努めるとと
もに，電子メールでの相談への対応な
ど，相談方法の検討を継続していく。

50

87 環境点検活動 少年センター 環境点検活動（回） → 2 3 1 1 3 1 D

　有害図書自動販売機の設置数が頭
打ちとなっていることから，状況確認の
ための点検回数となった。 2

Ｈ24年度

補導件数 男女共同参画青少年課

刑法犯少年件数 男女共同参画青少年課

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度

担当課等
Ｈ22年度 Ｈ23年度

Ｈ23年度 Ｈ24年度

＊ 

＊ 
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実施施策（１）良好な住宅の確保

【評価指標】
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

(計画策定時見込値) 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 H24年度実績の分析と今後の課題 目標値

建築住宅課 ↑ 94.0% 94.0% 92.5% 93.5% 94.5% 93.2% B

　青山二，三丁目アパート建替事業に
伴う移転者のための空室を確保してい
る。

95.0%

<具体事業>
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

88 市営住宅維持管理事務事業 建築住宅課 募集戸数(か所) ↑ 65 57 88 78 70 80 A

　年4回の定期募集（4,7,10,1月）を実
施した。

70

89 あんしん賃貸支援事業 建築住宅課
協定を締結した支
援団体の数(団体）

↑ 2 1 1 0 － － －

　H23年度をもって事業廃止

3

　子育て世帯が安心して快適な生活を営めるよう，子育て世帯に配慮した公営住宅の整備や道路交通環境の充実に努めるとともに，安心して親子で外出できるよう公
共施設等のユニバーサルデザインによる環境整備などを推進します。

市営住宅の実質入居率

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度

担当課等
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

Ｈ24年度

施策の基本的方向４ 子育てを支援する生活環境の整備 
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実施施策（２）良好な居住環境の確保

【評価指標】
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

(計画策定時見込値) 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 H24年度実績の分析と今後の課題 目標値

建築住宅課 ↑ 33.0% 36.0% 37.6% 38.0% 38.0% 38.0% A

　市営住宅等整備実績なし。H25年度
から青山三丁目建替え事業を実施し，
バリアフリーに対応した住戸の整備に
努める。

38.0%

道路管理課 ↑ 47.7% 46.0% 46.0% 45.5% 51.8% 46.2% B

　計画値には達していないが，平成21
年度以来の実績値では最も大きな値と
なった。今後も道路整備はもとより，除
排雪業務を含めた良好な維持管理に
努める必要がある。

55.0%

<具体事業>
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

安全領域改善遊具
数(％)

↑ 96.0 96.7 100.0 ― ― ― ―

　H22年度事業完了

100.0

安全遊具更新箇所
数（か所）

↑ ― ― ― 16 17 19 A

　遊具の更新改築工事を実施した。

65

91 遊び場整備事業 児童福祉課 整備件数（件） → 2 0 0 0 2 0 D

　町内会等が地域の遊び場を魅力ある
憩いの場として整備する場合に助成す
るもの。H24年度は整備箇所がなかっ
た。

2

92 公営住宅建設・市営住宅リフォーム事業 建築住宅課 整備戸数（戸） ↑ 918 918 944 361 358 315 B
　既設の公営住宅について予算の範
囲内において個別の改善事業を実施
した。

1,060

市民アンケート調査で「快適な居住環境で
ある」と答えた市民の割合

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度

担当課等
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

市営住宅全戸のうちバリアフリー化された
戸数の割合

Ｈ24年度

90 公園等維持管理事業 公園みどり課
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実施施策（３）安全な道路交通環境の整備

【評価指標】
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

(計画策定時見込値) 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 H24年度実績の分析と今後の課題 目標値

交通政策課 ↓ 292件 345件 314件 279件 389件 226件 A

　前年比で約2割減少し、平成21年以
降は減少傾向にあることから、歩道や
自転車走行空間の整備の効果と見込
まれる。今後は、国・県等の関係機関と
連携した安心安全な道路交通環境の
整備により、一層の交通事故防止を図
る必要がある。

372件

<具体事業>
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

93 交通安全施設等整備事業 道路建設課 歩道整備延長(ｍ) ↑ ― ― 270 649 953 1,055 A

　土淵上厨川線外5路線の整備を行っ
た。整備にあたっては,早期に用地補償
等を先行して進める必要がある。 1,465

94 通学路安全強化促進事業 道路管理課
防護柵設置か所数
(か所)

↑ 15 15 16 19 34 34 A

　防護柵設置15箇所。
　H23年度調査により，水路沿いの市
道について，歩行者転落防止のための
防護柵設置を行ったが，さらなる整備
が必要である。

20

95 通学路夜間安全対策促進事業 道路管理課
道路照明等設置か
所数（か所）

↑ 72 72 76 79 81 81 A

　道路照明灯設置２基。
計画策定当初の目標は達成できた。今
後も緊急に交通安全を確保する必要が
ある通学路について整備に努める必要
がある。

77

無違反の歩行者・自転車が事故にあった
件数

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度

担当課等
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

Ｈ24年度
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実施施策（４）安心して外出できる環境の整備

【評価指標】
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

(計画策定時見込値) 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 H24年度実績の分析と今後の課題 目標値

道路管理課 ↑ 73.0% 73.0% 73.3% 73.4% 73.6% 73.5% B

　計画策定当初の目標を若干下回っ
た。今後も道路利用者の安全を確保す
るために市道整備に努める必要があ
る。

74.3%

保健福祉部 ↑ 16.2% 16.0% 15.9% 14.6% 18.3% 17.9% B

　 計画値には届かなかったものの，前
年度実績14.6％は上回り上昇に転じ
た。各種子育て支援策の総合的な取
組のほか出生時の子育て支援策の周
知等により，市民の理解が得られ一定
の成果につながったものと思われる。

19.4%

<具体事業>

①公共施設・公共交通機関・建築物等のバリアフリー化

Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

96
高齢者・障がい者にやさしいみちづく
り事業

道路管理課
段差解消・点字ブ
ロック設置か所(か
所)

↑ 294 294 364 422 ― ― ―

　H23年度をもって段差解消・点字ブ
ロック設置は完了とし，Ｈ24年度から歩
道融雪施設設置に事業内容を変更し
た。

500

②子育てにやさしい環境整備

Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

97 赤ちゃんの駅設置事業 児童福祉課 設置箇所数(か所) ↑ ― ― 28 54 60 59 B

　街中で授乳やオムツ替えができる店
舗等を赤ちゃんの駅DAKKOとして指
定し，広く情報提供することにより赤
ちゃん連れでも安心して外出できる環
境づくりを進めた。事業者が整備をした
場合の費用に対し補助金を交付し普
及促進を図った。

60

市民アンケート調査で「盛岡市の子育て支
援策・支援活動が充実していると感じる」と
答えた市民の割合

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度

担当課等
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

市道改良率

Ｈ24年度

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度
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実施施策（１）多様な働き方の実現と男性を含めた働き方の見直し

【評価指標】
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

(計画策定時見込値) 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 H24年度実績の分析と今後の課題 目標値

企業立地雇用課 ↑ 84.5% 84.5% ― ― ― ― ― 90.0%

企業立地雇用課 ↑ 2.1% 2.1% ― ― ― ― ― 5.0%

<具体事業>
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

98 男女共同参画情報等提供事業
男女共同参画

青少年課

男女共同参画情報
紙の発行部数
(部／回)

→ 138,000 139,800 139,700 140,600 139,000 140,550 A

　男女が対等なパートナーとして家庭
や地域活動に参加し，子育てを地域全
体で支えるための意識啓発を行った。
広報もりおかに折り込み，市民に全戸
配布した。

138,000

育児休業取得率
：女性（％）

↑ 84.5 84.5 ― ― ― ― ― 90.0

育児休業取得率
：男性（％）

↑ 2.1 2.1 ― ― ― ― ― 5.0

実施対象校(校) → 1 1 1 1 1 1 A 1

実施回数(回） → 1 1 1 1 1 1 A 1

101 盛岡市高校生インターンシップ事業 企業立地雇用課 就業体験者数(人) → 100 104 117 96 100 81 B

　高校生との企業とのマッチングを行
い，市内の多様な事業所においてイン
ターンシップを実施した。
　対象者の希望業種と受入企業がマッ
チしない場合もあり，受入企業の職種
拡大が必要である。

100

　仕事と子育ての両立の実現を図るため，関係機関や団体と連携しながら，男性を含めた働き方の見直し等について事業者や労働者の理解が得られるよう，意識啓発
等をより積極的に推進します。

担当課等
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

育児休業取得率（女性）

　24年度調査実績なし。
　今後，この指標値の調査又は推計値
の算出を検討する必要がある。

育児休業取得率（男性）

99 就労支援制度の普及活動 企業立地雇用課

　24年度は，厚生労働省からの依頼に
より改正育児・介護休業法の制度周知
をＨＰで行った。
　今後は，この指標値の調査又は推計
値の算出を検討する必要がある。

100 小中学生職業体験事業 商工課

　盛岡まちづくり株式会社が主催し，杜
陵小学校３年生が商店街で小売体験
を行うことで，将来の職業について考え
るとともに，地域で働く人達への理解を
深めた。また，商品も完売し，イベントと
しても盛況であった。
　今後は，さらに子どもの参加を増やす
工夫が必要となる。

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

施策の基本的方向５ 職業生活と家庭生活との両立の推進 
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Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

102 高校生スキルアップ支援事業 企業立地雇用課 参加者数(人) → 100 87 156 120 100 128 A

　企業経営者や社員の講話，グループ
ディスカッション，模擬面接のほか，入
社前のビジネスマナー研修を実施し
た。
　入社前の研修については，他機関で
も同様の研修を実施していることから，
共催等について，検討する必要があ
る。

100

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度
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実施施策（２）仕事と子育ての両立の推進

【評価指標】
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

(計画策定時見込値) 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 H24年度実績の分析と今後の課題 目標値

児童福祉課 ↓ 33人 33人 43人 46人 15人 48人 Ｄ

　H23年５月からH24年４月までの１年
間で，認可保育所の定員を49名増やし
たが，それを上回る保育所入所申し込
みがあり，待機児童数が増加した。

10人

<具体事業>
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

実施か所数(か所) ↑ 36 36 36 39 44 44 A 40

利用登録児童数
(人)
※毎年5月1日現在
　 小1～小3

↑ 1,207 1,207 1,222 1,259 1,357 1,278 A 1,457

再掲
22 通常保育事業 ― ― - ― ―

再掲
23 延長保育事業 ― ― - ― ―

再掲
24 休日保育事業 ― ― - ― ―

再掲
25-1

病児・病後児保育事業
(病児対応型・病後児対応型)

― ― - ― ―

再掲
25-2

病児・病後児保育事業
(体調不良児対応型)

― ― - ― ―

再掲
26 幼稚園預かり保育事業 ― ― - ― ―

再掲
27 認定子ども園の支援 ― ― - ― ―

再掲
30 児童館管理運営事業 ― ― - ― ―

再掲
31 児童館整備事業 ― ― - ― ―

再掲
32 放課後子ども教室推進事業 ― ― - ― ―

Ｈ24年度

103
放課後児童健全育成事業
(地域児童クラブ等運営事業)

児童福祉課

　日中，保護者のいない児童の健全育
成を図るため，委託事業により各地区
で児童クラブを開設運営した。H24年
度は向中野小学校区，城北小学校区
に新たに２箇所新設した。

※参考：小４～小６の利用登録児童数
　　　H22年度　420人
　　　H23年度　470人
　　　Ｈ24年度　508人

担当課等
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

待機児童数

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度
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実施施策（１）子どもの交通安全の確保

【評価指標】
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

(計画策定時見込値) 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 H24年度実績の分析と今後の課題 目標値

くらしの安全課 ↓ 82件 72件 58件 66件 60件 56件 A

　交通安全教室や街頭指導等により，
交通事故派生件数が減少し，一定の
成果を挙げている。

70件

<具体事業>
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

104 交通安全対策事業 学校教育課
交通安全教育の実
施率(％)

→ 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 A

  交通安全教育は全校で実施されてい
るが，児童生徒が巻き込まれる交通事
故は多発していることから，継続して日
常的に交通安全教育の推進に取り組
む必要がある。

100.0

開催回数（回） → 268 273 275 266 268 248 B 268

参加者数（人） → 35,055 35,039 33,587 33,248 35,055 30,712 B 35,055

活動延日数(日) → 26,930 27,218 27,910 27,950 27,950 26,071 B 26,930

交通指導員数(人) → 173 173 178 185 185 176 B 173

　子どもを事故や犯罪，情報化の進展に伴う有害環境等から守るための取組を推進します。また，交通安全の確保や公園等の遊具の点検，修繕による環境整備を進め
るとともに，関係機関と連携した情報提供や広報啓発活動を推進します。

担当課等
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

市内での幼児・小中学生における交通事
故発生件数

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

105 交通安全教室開催事業 くらしの安全課

　回数・人数とも，計画値を下回ったも
のの，概ね計画通り効果的な開催がで
きた。教室の内容について，交通ルー
ルの改定等社会の変化に応じて今後も
更なる工夫が必要である。

106 交通指導員活動事業 くらしの安全課

　概ね目標を達成できた。交通指導員
の高齢化が今後の課題である。

施策の基本的方向６ 子どもの安全の確保 
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実施施策（２）子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進

【評価指標】
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

(計画策定時見込値) 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 H24年度実績の分析と今後の課題 目標値

男女共同参画青少年課 ↓ 74件 76件 68件 44件 150件 96件 A

　近年減少傾向にあったが，補導件数
が増加に転じた。補導活動時間のずれ
により，実態把握が困難な状況にある
のではないかという点が課題である。

150件

男女共同参画青少年課 ↓ 241件 247件 177件 144件 282件 140件 A

　目標値を大きく下回り，一昨年に比べ
ても減少傾向である。しかし，この数値
が単に少子化によるものかという懸念が
ある。

282件

<具体事業>
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

107 出前！消費者講座事業
消費生活セン
ター

消費者講座受講人
数（人）

→ 10,000 14,530 10,400 7,327 11,000 6,220 D

　学年別，年代別にテーマを設定し，
消費者講座を実施する。悪質商法が悪
質・巧妙化している現状から講座の開
催回数を増やす取組が課題である。

10,000

再掲
85 街頭補導事業 ― ― - ― ―

再掲
86 少年相談活動 ― ― - ― ―

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

担当課等
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

補導件数

刑法犯少年件数

＊ 

＊ 
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実施施策（３）子どもの安全対策

【評価指標】
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

(計画策定時見込値) 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 H24年度実績の分析と今後の課題 目標値

公園みどり課 → 0件 0件 0件 0件 0件 3件 D

　公園内での事故６件，学校内での事
故４件であった。遊具の不備によると思
われるものは３件で，それ以外は利用
の仕方によるものと思われる。

0件

<具体事業>
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

108 児童安全環境づくり事業 児童福祉課 事業参加人数(人) ↑ 160 80 46 60 100 70 C

　盛岡市母親クラブ連絡協議会との共
催により子育てフォーラムを開催した。
「いじめ根絶のため，今，私たちがなす
べきこと」として児童の安全な環境づくり
について学び啓発を行った。

200

登下校時の交通事
故件数（件）

↓ 11 20 18 17 9 19 D 9

登下校時の不審者
情報件数（件）

↓ 69 57 38 54 63 55 A 63

110 雨水施設等維持管理事業
下水道施設

管理課
整備延長（ｍ） ↑ 10 53 91 133 168 250 A

　平成24年度はネットフェンス117ｍの
補修を実施し，河川・水路への転落防
止について，より一層の安全確保に努
めた。

250

111
盛岡市立小学校及び幼稚園遊具保
守点検事業

（教委）
総務課

点検実施施設数
（施設）

→ 50 25 24 0 0 0 A

　平成21，22年度に専門業者による点
検を実施したが，平成23，24年度は，
各学校・幼稚園の教諭や用務員を対
象とした日常点検講習会を開催し，各
学校・幼稚園による自主点検を実施し
た。
　今後は，定期的に専門家による保守
点検業務委託を実施する必要がある。

50

担当課等
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

公園や小中学校の遊具等が要因となった
子どもの事故件数

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

109 地域ぐるみの学校安全対策事業 学校教育課

　学校で交通安全教室の開催や交通
安全指導を行うとともに，スクールガー
ド（地域ボランティア）に協力依頼し，登
下校時等児童生徒の安全確保に努め
た。
　登下校中の交通事故や不審者情報
は多発していることから，継続して日常
的に交通安全教育の推進に取り組ん
だ。
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Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

112 遊具修繕事業
（教委）
総務課

改修済遊具数/改
修必要遊具件数
（156基,H23～:207
基）（％）

↑ 51.0 43.0 45.3 4.3 16.9 4.3 D

　平成21，22年度の専門業者点検の結
果，改修が必要な遊具は，207基（うち
Ｄ判定　22基）であったが，平成24年度
においては，水道，電気設備等，他の
校舎修繕を優先したことから，遊具修
繕は実施できなかった。
　今後は，他の修繕とは別に遊具の計
画的な更新・修繕・撤去を実施する必
要がある。

100.0

樹木整備実施済み
樹木の割合（％）

↑ ― 49.3 51.1 51.5 51.5 61.0 A 100.0

樹木診断実施済み
小中学校数（校）

↑ 0 69 69 69 69 69 A 69

再掲
30 児童館管理運営事業 ― ― - ― ―

再掲
31 児童館整備事業 ― ― - ― ―

再掲
32 放課後子ども教室推進事業 ― ― - ― ―

再掲
90 公園等維持管理事業 ― ― - ― ―

再掲
94 通学路安全強化促進事業 ― ― - ― ―

再掲
95 通学路夜間安全対策促進事業 ― ― - ― ―

再掲
103 放課後児童健全育成事業 ― ― - ― ―

Ｈ24年度

113 小中学校危険樹木診断整備事業
（教委）
総務課

　平成20年度までに実施した樹木診断
の結果及び各学校からの依頼に基づ
き，危険度の高いものから選定・伐採を
実施している。
　今後は，予算確保のうえ，計画的に
危険樹木の選定・伐採を進めていく必
要がある。

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度
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実施施策（１）児童虐待防止対策の充実

【評価指標】
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

(計画策定時見込値) 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 H24年度実績の分析と今後の課題 目標値

児童福祉課 ↑ 35.0% 32.8% 48.9% 44.2% 49.6% 73.7% A

 虐待相談の終結を問題解決としたが，
再開の可能性は高い。終結後の関係
機関の見守りを継続し，変化あった場
合，すぐに対応する体制を整えておく。

38.5%

<具体事業>
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

会議開催回数（回） → 5 5 4 5 5 5 A 5

虐待の実相談件数
(件)

→ 130 157 173 173 130 155 A 130

再掲
２ 乳児家庭全戸訪問事業 ― ― - ― ―

再掲
13 家庭相談員活動事業 ― ― - ― ―

　児童虐待の防止及び早期発見のため，関係機関と連携した取組を推進するほか，父子家庭を含めたひとり親家庭等の自立支援策の充実を図ります。また，障がい児
施策については，発達障がいへの適切な対応や支援を一層推進します。

担当課等
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

虐待相談が解決した割合

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

114
児童養育支援活動事業
（児童虐待防止ネットワーク）

児童福祉課

　関係機関との連携をとりながら適切な
支援を行えるよう努めた。

施策の基本的方向７ 保護を必要とする子どもへの取組の推進 
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実施施策（２）ひとり親家庭の自立支援の推進

【評価指標】
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

(計画策定時見込値) 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 H24年度実績の分析と今後の課題 目標値

児童福祉課 ↑ 21人 35人 61人 64人 74人 61人 B

　母子家庭自立支援教育訓練給付金
支給事業，母子家庭高等技能訓練促
進費事業及び母子家庭自立支援プロ
グラム策定事業を進め，母子家庭の母
の就業を支援した。

54人

児童福祉課 ↑ 47.6% 31.4% 67.6% 85.9% 86.0% 83.6% B

　母子家庭自立支援教育訓練給付金
支給事業，母子家庭高等技能訓練促
進費事業及び母子家庭自立支援プロ
グラム策定事業を進め，母子家庭の母
の就業を支援した。

75.8%

<具体事業>

①相談機能の充実

Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

115 婦人相談事業 児童福祉課 相談延べ件数（件） → 900 1,250 1,573 1,110 900 931 A

   様々な問題を抱えた女性の相談に
対応し，問題解決に向けた適切な指導
を行うほか，母子生活支援施設への入
所などの保護を行った。

900

116 母子自立支援員による相談・指導 児童福祉課 相談延べ件数（件） ↑ 2,382 2,250 5,973 7,155 5,700 4,934 B
　母子家庭や父子家庭の親，寡婦を対
象に，生活等の相談に応じ，その自立
に必要な情報提供及び指導を行った。

2,400

再掲
13 家庭相談員活動事業 ― ― - ― ―

②就業支援対策の充実

Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

支給人数（人） ↑ 7 9 6 1 9 2 D 10

受給者のうち就業
した母の割合（％）

↑ 42.9 55.5 83.3 100.0 100.0 100.0 A 70.0

支給人数（人） ↑ 2 15 30 39 39 36 B 8

受給者のうち就業
した母の割合（％）

→ 100.0 20.0 66.7 58.8 100.0 66.6 C 100.0

プログラム策定数
（人）

↑ 12 11 25 24 26 23 B 15

プログラムを策定し
たうち就業した母の
割合（％）

↑ 41.7 27.2 64.0 66.7 67.0 56.5 B 70.0

母子家庭の就業支援事業参加人数

母子家庭の就業支援事業により就業した
割合

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度

担当課等
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

117
母子家庭自立支援教育訓練給付金
支給事業

児童福祉課

　母子家庭の母親が就業に向けた資
格取得等のために講座を受講した場
合に，講座受講料の一部を支給した。

118 母子家庭高等技能訓練促進費事業 児童福祉課

　母子家庭の母親が就業に結びつく資
格修得のために２年以上修業した場合
に，訓練給付金を支給した。

Ｈ23年度 Ｈ24年度

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

119
母子家庭自立支援プログラム策定事
業

児童福祉課

　母子家庭の母の自立支援に向けたプ
ログラムを策定し，ハローワークと連携
して就業に結びつけた。
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Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

120
母子家庭等就業・自立支援センター
事業

児童福祉課 就業した人数（人） ↑ ― ― 14 15 16 16 A

   母子家庭の母等，寡婦を対象に就
業相談や就業情報の提供などの就業
支援サービスを行った。臨時，パート雇
用が就業実績の大半を占めることか
ら，フルタイム雇用を増やすことが課題
である。

12

121 ひとり親支援講座事業
男女共同参画

青少年課
女性センター

定員数（人） ↑ 15 49 36 32 12 12 A

　受講状況は良好であるが，就労に結
びつけるためによりきめ細やかな工夫
に加え，受講生同士の情報交換（つな
がりの場）の提供へも工夫を図っていき
たい。

20

③子育て・生活環境の整備

Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

122 母子生活支援施設管理運営事業 児童福祉課
年間措置世帯数
（人）

→ 36 39 38 36 36 36 A

　母子家庭等の母子等を入所させ，保
護するとともに，自立の促進のために生
活を支援した。

36

123 母子家庭等日常生活支援事業 児童福祉課 登録人数（人） ↑ 60 65 72 76 80 78 B

  母子家庭や父子家庭の親，寡婦が，
疾病などの事由により一時的に生活援
助や保育サービスが必要な場合に，支
援員を派遣する。事業の実施主体は
県，事業の周知と利用登録の申請受付
を市が行う。

80

再掲
22 通常保育事業 ― ― ― ― ―

再掲
88 市営住宅維持管理事務事業 ― ― - ― ―

④経済的支援の充実

Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

124 母子・寡婦福祉資金貸付事業 児童福祉課 新規貸付件数（件） → 85 123 125 64 85 42 D

　 母子家庭の母や寡婦の自立を図る
ための資金や子どもの就学（高校・大
学・専修学校等）のための資金など，生
活の安定と向上及び子どもの健やかな
成長を図るため資金の貸し付けを行っ
た。

85

125 ひとり親家庭等医療費給付事業 医療助成年金課
受給者証申請率
（％）

↑ 90.5 90.5 91.7 90.7 92.0 90.5 B

　ひとり親家庭等に対して医療費の一
部を給付することにより，適正な医療を
確保し，福祉の増進に寄与した。
　引き続き制度の周知を図っていく必
要がある。

100.0

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度
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Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

126 児童扶養手当支給事業 児童福祉課
受給資格者の人数
（人）

→ 2,882 2,992 3,178 3,220 3,300 3,254 B

　 ひとり親家庭の親等の世帯の経済的
安定と自立の促進を図るため，児童扶
養手当を支給した。 3,300

再掲
10

要保護・準要保護児童生徒就学援助
事業

― ― - ― ―

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度
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実施施策（３）障害児施策の充実

【評価指標】
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

(計画策定時見込値) 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 H24年度実績の分析と今後の課題 目標値

障がい福祉課 ↑ 45.9% 48.7% 50.0% 49.5% 58.5% 59.6% A

　居宅介護，日常生活における基本的
な動作の指導等集団への適用訓練を
行う児童デイサービス等の障害福祉
サービスを実施した。
　障害者自立支援法等の改正により,平
成25年４月から難病患者等が障害福祉
サービスの対象となるため,その数的把
握が課題である。

50.0%

<具体事業>
Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度

（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

127 重度心身障がい者医療費給付事業 医療助成年金課
受給者証申請率
(％)

↑ 98.4 98.4 97.6 99.5 99.6 98.4 B

　重度心身障がい者に対して医療費の
一部を給付することにより，適正な医療
を確保し，福祉の増進に寄与した。
　引き続き制度の周知を図っていく必
要がある。

100.0

128 中度身体障がい者医療費給付事業 医療助成年金課
受給者証申請率
(％)

↑ 99.7 99.7 99.7 99.7 99.8 99.7 B

　中度身体障がい者に対して医療費の
一部を給付することにより，適正な医療
を確保し，福祉の増進に寄与した。
　引き続き制度の周知を図っていく必
要がある。 100.0

129 ひまわり学園管理運営事業 障がい福祉課 延べ利用者数（人） ↑ 9,052 10,604 10,445 10,620 10,556 11,151 A

　障がい児を通園させ保護するととも
に，日常生活に必要な知識や技能を
与え，集団生活に適応できるよう指導
を行い，障がい児の成長を助長する事
業を実施した。H24年度より児童発達
支援センターとなる。
　相談支援事業や保育所等訪問事業
等の充実が課題である。

10,800

Ｈ23年度 Ｈ24年度

18歳未満の障がい福祉サービス受給者数
/障害者手帳所持者数（身体・療育・精神）

事務事業名 担当課等 指　　標
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

担当課等
Ｈ22年度
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Ｈ21年度現状値 Ｈ21年度 Ｈ26年度
（計画策定時見込値） 実績値 実績値 実績値 計画値 実績値 達成度 Ｈ24年度実施内容及び今後の課題 目標値

130 母子通園事業 障がい福祉課 延べ利用者数（人） ↑ 2,016 2,262 2,172 2,489 2,490 2,347 B

　心身の発達が遅滞傾向にあると思わ
れる乳幼児に対し，早期訓練を行うとと
もに，保護者に対して，障がいについ
ての正しい理解と訓練の方法を指導す
る事業を実施した。
　延べ利用者数の内訳は，児童発達支
援センター（前九年）は1,352人，地域
福祉センター内（都南教室）が995人，
玉山区総合福祉センター内（玉山教
室）は実績はなし。
　引き続き，関係機関との連携や相談
支援体制の充実を図る必要がある。

2,400

131 おもちゃ図書館整備事業 障がい福祉課 延べ利用者数（人） ↑ 70 61 113 90 92 59 C

　ひまわり学園の中に設置しているおも
ちゃ図書館を，毎月第１，第３土曜日に
開館し，心身障がい児の知能・感覚・
運動機能の発達を促す事業を実施し
た。
　絵本やおもちゃ等を充実させ，利用
者を増やすことが課題となる。

96

132 心身障害児居宅生活支援事業 障がい福祉課 利用者数（人） ↑ 306 262 255 354 450 429 B

　障害福祉サービスとして，身体介護，
家事援助などの居宅において行われる
居宅介護，日常生活における基本的な
動作の指導等集団への適用訓練を行
う児童デイサービス，介護者の疾病な
どにより短期間の入所を必要とする障
がい児を入所させる短期入所をそれぞ
れ実施した。
　障害者自立支援法等の改正により,平
成25年４月から難病患者等が障害福祉
サービスの対象となるため,その数的把
握が課題である。

336

133 身体障害者居宅生活支援事業 障がい福祉課 延べ利用者数（人） ↑ 860 511 550 533 550 551 A

　障がい児に対し，身体の障がいの部
分を補うため車イス等の捕装具費を支
給するとともに，生活の利便を図るため
紙おむつ等の日常生活用具の給付を
行った。申請が増加しており，一層適
切・迅速な給付事務を行うことが課題で
ある。

900
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134
特別障害者手当等給付事業
（障害児福祉手当の給付）

障がい福祉課 延べ受給者数（人） ↑ 1,940 1,883 1,911 1,838 1,875 1,818 B

　20歳未満で，日常生活において常時
介護が必要な重度の障がいを有する
児童に対し手当を支給した。
　受給資格者が転出等により大きく減
少し，24年度の計画値と実績値の値が
かけ離れた。今後も対象となる障がい
児の抽出に努める必要がある。

1,950

135 特別児童扶養手当支給事業 障がい福祉課 受給者数（人） ↑ 579 634 728 781 835 839 A

　心身に障がいがあるため介護を必要
とする20歳未満の児童を養育している
父母または養育者に対し手当を支給し
た。一層適切・迅速な給付事務を行うこ
とが課題である。

600

136 特別支援教育事業 学校教育課
判断と同様の就学
をした児童生徒の
割合（％）

↑ 84.4 86.6 88.1 91.2 87.4 87.0 B

 　障がいのある児童生徒の望ましい就
学の場について判断を行った。
　障害児就学指導委員・専門委員合同
会議
  障害児就学指導委員会（３回）
  障害児就学指導委員会専門委員会
 （4回）
 保護者のニーズが多様化する中で、
適正就学を推進していくことが今後の
課題である。

89.4

再掲
44 乳幼児総合審査事業 ― ― - ― ―
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